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「はつぴぃくん」

　
山
陽
女
学
園
高
等
部
の
生
徒
が
令

和
３
年
４
月
か
ら
１
年
か
け
、「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
社
会
に
つ
な
が
る
」

を
テ
ー
マ
に
、各
学
年
ご
と
、５
〜
７
回
の
学
び
と

実
践
を
通
じ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
社
会
に
つ
な
が
る
」

車いすで校内を歩いてみました
　「でこぼこしている道は押しにく

いです」

アイマスクの体験
「ガイドする人との信頼関係が
　　　　　　　　大切だと思いました」

手話体験
「自分の名前を手話で表現してみました」

共同募金活動に参加
「温かい気持ちになれました」

1年前に比べて
変化は？

1年前に比べて
変化は？

・ボランティア活動に
　興味を持った｡

・人の役に立つことを最
　優先するようになった｡

・聴覚に障がいがある人
とも友達になれるよう､
手話を覚えるようにし
ている。

・自分自身のお年寄りに
対する態度が変わった

山陽女学園

スーパーサタデースーパーサタデー

押絵のパーツづくり
「誰かの役に立ってうれしい‼」

＊この広報紙は皆さんからいただいた赤い羽根共同募金、社協会費、寄付金で発行しています＊



廿
日
市
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
計
画

廿
日
市
市
で
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
重
層
的
支
援
体
制
整
備

事
業
を
他
市
に
先
駆
け
て
本
格
実
施
し
て
お
り
、
事
業
の
実
施

に
際
し
て
は
、
市
社
協
に
対
し
て
大
き
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
地
域
づ
く
り
、
包
括
的
相
談
支
援
、

参
加
支
援
に
係
る
取
組
み
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

市
社
協
で
は
令
和
４
年
度
は
、
こ
の
３
つ
の
取
組
み
に
、
ひ

き
こ
も
り
支
援
、
権
利
擁
護
支
援
を
加
え
た
５
つ
を
重
点
的
に

取
り
組
む
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
、
関
連
す
る
事
業
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
地
域
福
祉
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
策
定
し
た
地
域
福
祉
活
動
計
画
及
び
中
期
経

営
計
画
の
実
施
２
年
目
と
し
て
、
次
の
３
つ
を
基
本
目
標
に
設

定
し
、
現
在
行
な
っ
て
い
る
事
業
の
改
善
を
図
り
な
が
ら
継
承

し
て
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

令
和
4
年
度

令和４年度廿日市市社会福祉福祉協議会予算

ひ
き
こ
も
り
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

ひ
き
こ
も
り
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

きっかけプロジェクト
家から一歩、社会とつながる接点として､まずは興味・
関心のあることをからやってみるプロジェクトです｡今
年度はミニスポーツ大会やボードゲームを定例化して、
より参加しやすい形をとっていきます｡他にはアーチェ
リーなどを企画中です｡

ぱそあ基地
不登校やひきこもりの人たちに自由に過ごしてもらうス
ペースです。今年度は地域の人たちと一緒に畑作業など
ができたらと考えています。

年間の流れ(予定)
2022年

2023年

6月

1月

7月

10月

～9月

地域向け講演会

ひきこもりサポーター
養成講座

きっかけみつかる
フェスタ

2日間コース

ご家族・ご本人向け

地域に出向いて
お話を伺います｡

講座受講後は きっかけプロジェクト
コース ､ ぱそあ基地コース などで
活動していただけます。

市社協が行なっているひきこもり
事業に体験できるイベントです。

他の取り組みや詳しい
内容はホームページを
ご覧ください

６月26日(日)地域向け講演会(予定)
｢地域における
　ひきこもり支援のあり方を考える｣
講師 ノートルダム清心女子大学 中井俊雄さん

～申込みはボランティアセンターまで～

　は
つ
か
い
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
の
ひ
き
こ
も
り
の
取
り
組

み
を
総
称
と
し
て
「
ぱ
そ
・
あ
・
ぱ
そ
」
と
し
て
い
ま
す
。

　「ぱ
そ
・
あ
・
ぱ
そ
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
家
か
ら
出
に
く
い
人

に
対
し
て
、
お
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
や
っ
て
み
た
い
こ
と
を

一
緒
に
考
え
た
り
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
計
画
し
て
い
る
も
の
は
左
の

と
お
り
で
す
。

いつまでも住み慣れた地域で暮らし続けられ
るよう､一人ひとりに寄り添った支援を進め
ます｡

1

誰もが暮らしやすい地域づくりを進めます｡2

３ つの基本目標

3 職員の資質向上､魅力ある組織づくり､持続可
能な財政基盤づくりを進めます｡

法人運営事業
169,241千円
45％

地域福祉推進事業
112,911千円

30%

共同募金配分金事業
20,549千円　5%

権利擁護事業
21,549千円

6%

センター管理事業
28,756千円　8%

指定居宅介護事業
22,719千円　6%

支出
375,725千円

令和４年度 重点事業予算

支出内訳(単位：千円)

　令和４年度の市社協事業予算は収入375,725千円(受
託金収入割合 依存財源:75％　自主財源:25％）となって
います。事業支出については以下のグラフのとおりです。
事業計画に示した基本目標に沿って事業を進めていきます。

事業名 予算(単位:千円) 財源

基本目標①

生活困窮者自立支援相談事業 19,866 委託

成年後見利用促進センター事業 9,000 委託

参加支援事業　 15,991 委託

基本目標②

生活支援体制整備事業 32,231 委託

(佐)地域福祉活動事業 175 自主

(吉)多機能サロン実施事業 310 自主・その他

(大)ふれあいのまちづくり推進事業 5,377 自主・その他

(宮)高齢者自立支援事業　 275 自主・その他

あいとぴあ№ 124 ○2

音訳テープ･デイジー図書･点訳本あります
目が不自由な人のために、「あいとぴあ」「広報はつかいち」を音訳、
点訳しています。そのほか「西広島タイムス」なども音訳してお届け
しています。詳しくは、市社協へお問合せください。



参
加
支
援
事
業
と
は
、
既
存

の
し
く
み
で
は
対
応
で
き
な
い

本
人
や
世
帯
の
ニ
ー
ズ
等
に
対

応
す
る
た
め
、
地
域
の
社
会
資

源
な
ど
を
活
用
し
て
社
会
と
の

つ
な
が
り
作
り
に
向
け
た
支
援

を
行
う
も
の
で
す
。

高
齢
化
や
人
口
減
少
の
進

行
、
昨
今
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
は
ま
す

ま
す
希
薄
に
な
っ
て
い
ま
す
。

複
数
の
課
題
を
抱
え
、
社
会

と
つ
な
が
る
こ
と
が
難
し
い
個

人
や
世
帯
に
と
っ
て
、
対
象
ご

と
の
制
度
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で

は
、
対
応
が
困
難
に
な
っ
て
い

ま
す
。

市
社
協
で
は
、
市
内
の
様
々

な
社
会
資
源
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
、
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
を

「
参
加
の
場
」「
活
動
の
場
」
に

結
び
つ
け
る
た
め
の
事
業
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

「
洋
裁
で
き
る
よ
」「
市
内
の

神
社
の
歴
史
を
詳
し
く
知
っ
て

い
る
よ
」「
着
物
の
着
付
け
で

き
る
よ
」「
料
理
教
え
て
あ
げ

る
」
な
ど
、
あ
な
た
の
得
意
な

社
会
的
に
孤
立
す
る
人
た
ち
の

つ
な
が
り
を
作
る

　
　 
参
加
支
援
事
業

こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
企

業
の
「
場
所
を
提
供
で
き
る
」

「
出
前
で
〇
〇
づ
く
り
教
室
が

で
き
る
」
な
ど
企
業
の
強
み
も

社
協
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、「
一
歩
社
会
に
踏
み

出
し
た
い
け
ど
、
ど
う
し
て
い

い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
人
は
ぜ

ひ
市
社
協
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
や
っ
て
み
た
い
こ
と
や
興

味
の
あ
る
こ
と
と
地
域
の
み
な

さ
ん
の
で
き
る
こ
と
を
つ
な
い

で
、
あ
な
た
の
最
初
の
一
歩
を

支
援
し
ま
す
。

成
年
後
見
利
用

　
促
進
セ
ン
タ
ー
が

　
　
　
　
設
置
さ
れ
ま
す

市
社
協
で
は
、
現
在
、
権
利

擁
護
に
関
す
る
２
つ
の
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

① 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用

　 

援
助
事
業
「
か
け
は
し
」

　
認
知
症
や
障
が
い
な
ど
に
よ

り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手

続
き
や
日
常
的
な
金
銭
管
理
を

す
る
こ
と
に
不
安
を
抱
え
て
い

る
人
が
、
地
域
の
中
で
自
分
の

意
思
や
希
望
を
叶
え
な
が
ら
安

心
し
て
自
立
し
た
生
活
を
送
れ

る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

② 

法
人
後
見
事
業

　
常
に
判
断
能
力
を
欠
く
状
態

に
あ
る
人
ま
た
は
不
十
分
な
人

に
対
し
て
は
、
市
社
協
が
成
年

後
見
人
、
保
佐
人
も
し
く
は
補

助
人
に
な
り
、
ご
本
人
の
財
産

管
理
を
適
切
に
支
援
し
た
り
、

契
約
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

『
成
年
後
見
利
用

　
　
　
　 

促
進
セ
ン
タ
ー
』

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
成
年
後
見
制
度
の
利

用
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
本
年
度
か
ら
あ
い
プ
ラ
ザ

に
『
成
年
後
見
利
用
促
進
セ
ン

タ
ー
』
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

昨
年
か
ら
複
数
回
に
わ
た

り
、
行
政
や
専
門
機
関
が
集

ま
っ
て
設
置
準
備
委
員
会
を
開

催
し
、
協
議
を
す
す
め
て
き
ま

し
た
。　

地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

強
化
し
な
が
ら
、
今
後
市
民
の

皆
さ
ん
が
成
年
後
見
制
度
を
よ

り
使
い
や
す
く
、
相
談
し
や
す

く
な
る
よ
う
準
備
し
て
い
ま
す
。

次
号
以
降
に
、
セ
ン
タ
ー
の

機
能
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
紹

介
し
ま
す
。

《
自
分
力
ア
ッ
プ

　
　

  

応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

地
域
で
何
か
新
し
く
活
動
を

始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
、

ま
た
、
す
で
に
様
々
な
地
域
活

動
や
市
社
協
事
業
に
携
わ
っ
て

い
る
活
動
者
の
皆
さ
ん
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、
令
和

３
年
度
か
ら
始
め
た
「
自
分
力

ア
ッ
プ
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」。

昨
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
あ
お

り
を
受
け
、
予
定
の
半
分
し

か
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
延
べ
54
人
の
皆
さ
ん
に
受

講
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

免
疫
力
ア
ッ
プ
講
座
に
参
加
さ

れ
た
サ
ロ
ン
の
世
話
人
の
お
一

人
は
、
講
座
で
習
っ
た
体
操
を

サ
ロ
ン
で
披
露
し
、
新
た
に
取

り
入
れ
た
と
の
こ
と
。「
参
加

者
の
皆
さ
ん
に
大
変
好
評
だ
っ

た
」
と
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

今
年
度
も
引
き
続
き
地
域
の

皆
さ
ん
を
応
援
す
る
た
め
、
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
者
や
事
業
所
関
係

者
、
サ
ロ
ン
の
世
話
人
、
ま

た
、
今
か
ら
何
か
始
め
た
い
人

な
ど
、
ど
な
た
で
も
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。

講
座
の
内
容
は
、「
免
疫
力

ア
ッ
プ
講
座
」
や
「
救
急
救
命

講
習
」
な
ど
。
ま
た
、
今
年
度

は
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
」
も
予
定

し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
新
た
な
も
の
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
今
ま
で
に
な

い
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
て
、
地

域
活
動
や
毎
日
の
生
活
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
ま
し
ょ
う
！

そ
ん
な
あ
な
た
を

　
　
　
応
援
し
ま
す
！

イ
キ
イ
キ
と
し
た

毎
日
を
お
く
り
た
い
！

地
域
の
役
に
立
ち
た
い
！

※
内
容
や
日
時
は
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
※
時
間
等
、
詳
し
い
内
容

は
市
社
協
大
野
事
務
所
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

2
／
21(

火)

1
／
26(

木)

12
／
16(

金)

11
／
18(

金)

10
／
24(

月)

9
／
26(

月)

7
／
27(

水)

6
／
21(

火)

5
／
23(

月)

４
／
20(

水)

フ
レ
イ
ル
予
防
講
座

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

救
急
救
命
講
習

知
っ
て
お
き
た
い

調
味
料
の
お
は
な
し

免
疫
力
ア
ッ
プ
講
座

フ
レ
イ
ル
予
防
講
座

知
っ
て
お
き
た
い

調
味
料
の
お
は
な
し

救
急
救
命
講
習

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

免
疫
力
ア
ッ
プ
講
座

大
野
地
域

あいとぴあ№ 124 ○3

｢もったいない｣を｢ありがとう｣に!フードバンクにご協力ください!
ご家庭で不要になった食糧品(賞味期限1か月以上のもの)をご提供ください｡
※取り扱えないものもありますので､まずはご連絡ください｡

【問合せ・持込先】
はつかいち生活支援センター
☎20-4080(市役所1階16番窓口)



吉
和
地
域

　コロナ禍により、私たちの生活は大きく変わり、これ
まで「あたりまえ」だったことがあたりまえでなくなり
ました。この変化はさまざまな生活課題を生んでいます。
　特に深刻となっている生活困窮者の課題では、飲食業
や観光業など多種多様な業界に打撃を与え、それに伴い
失業者や減収による困窮者が増えました。
　こうした課題に対する支援策として、新型コロナウイ
ルス特例貸付(令和4年6月末まで)があります。
　貸付額は広島県全体で110億円(令和2年3月末から
令和4年1月末まで)を超えています。廿日市市でも3億
1000万円となっています。
　生活困窮者が増えている中、当会の相談件数も増えて
います。相談者から「失業して家賃が払えない」や「子
どもに食べさせるお金がない」などの声が。こうした不
安を解消するため、伴走型の支援、先の特例貸付、住居
確保給付金(家賃を補助する制度)など困窮者への支援策

はあります。
　しかし、制度だけでは課題が解決されない場合、制度
以外の支援が必要になります。例えば、市民の皆さんと
企業から寄贈される食糧で成り立っているフードバンク
を利用することにより、食の確保ができます。
　また、住居を失う人もいますが、高齢を理由に住居を
借りることができない人もいます。この課題を解決する
ために地域や支援団体による見守りなどで、賃貸物件
オーナーなどの不安解消を図り、入居の促進につながる
ことができないか居住支援の取組みを検討しています。
　このように地域や企業における活動が誰かの生活の支
えになっています。その必要性や重要性はコロナ禍でよ
り高まっており、今後も課題解決に向けた地域や企業に
よる取組みが大切だと考えます。

コロナ禍による生活課題の解決に向けて

吉
和
事
務
所
で
発
行
し
て
い

る
広
報
紙
「
ぬ
く
も
り
」
は
、

吉
和
独
自
の
い
き
い
き
活
動
推

進
事
業
の
中
の
一
つ
で
、
吉
和

地
域
の
福
祉
活
動
や
サ
ロ
ン
活

動
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
活
動
、
１
か
月
の
予
定

表
な
ど
を
掲
載
し
て
、
毎
月
１

日
に
吉
和
地
域
へ
全
戸
配
付
、

社
協
各
事
務
所
に
も
お
届
け
し

て
い
ま
す
。

「
ぬ
く
も
り
」
は
、
旧
吉
和

村
社
協
の
時
代
か
ら
発
行
さ

れ
、
こ
の
愛
称
が
付
け
ら
れ
た

の
は
、
平
成
８
年
９
月
20
日
の

こ
と
で
、
住
民
に
公
募
し
寄
せ

ら
れ
た
12
点
の
候
補
か
ら
会
議

で
選
考
さ
れ
ま
し
た
。
最
終
的

に
は
、
母
親
の
懐
の
よ
う
な

あ
っ
た
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
理

由
で
選
ば
れ
ま
し
た
。

当
時
の
職
員
の
森
田
昭
子
さ

ん
に
話
を
聞
く
と
、「
あ
っ
た

か
い
イ
メ
ー
ジ
じ
ゃ
け
え
、
選

ん
だ
の
を
覚
え
と
る
」
と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
平
成
15
年
の
合

併
に
よ
り
５
年
間
発
行
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
吉
和
独

自
の
サ
ー
ビ
ス
が
わ
か
り
に
く

い
」「
地
域
の
情
報
が
ほ
し
い
」

な
ど
の
声
を
も
と
に
、
再
び
平

成
20
年
４
月
１
日
に
同
じ
愛
称

で
発
行
し
て
以
来
、
今
に
至
っ

て
い
ま
す
。

今
年
１
月
号
か
ら
は
、
市
社

協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
、
吉
和
地
域
の
ぬ
く
も
り
の
あ

る
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。タイトル文字の

変遷です

宮
島
地
域

宮
島
地
域
に
在
住
す
る
70
歳

以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

の
孤
独
感
解
消
や
地
域
見
守
り

活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
宮
島

地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
や
宮
島
町
食
生
活
改
善
推
進

協
議
会
な
ど
の
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
情
報
共
有
し
な
が
ら

「
高
齢
者
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
」

「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
懇
談

会
」「
あ
ん
し
ん
ほ
っ
と
コ
ー

ル
」
と
い
っ
た
事
業
を
展
開
し

高
齢
者
の
支
援
活
動
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

「
高
齢
者
給
食
サ
ー
ビ
ス
事

業
」
は
、
食
事
会
を
年
６
回
開

催
し
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

の
交
流
の
場
を
設
け
て
い
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
昨
年

度
は
４
月
と
10
月
の
２
回
の
み

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。　

「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
懇

談
会
」
は
、
警
察
や
消
防
な
ど

か
ら
講
演
し
て
も
ら
い
、
食
事

会
を
年
２
回
開
催
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
は
12
月
の
み
の
開

催
で
し
た
が
、
山
口
県
東
部
ヤ

ク
ル
ト
販
売（
株
）の
協
力
を
得

て
フ
レ
イ
ル（
健
康
と
要
介
護

と
の
は
ざ
ま
の
状
態
の
こ
と
）

予
防
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
外

出
す
る
機
会
も
減
り
、
運
動
不

足
な
ど
で
フ
レ
イ
ル
に
な
ら
な

い
よ
う
に
予
防
体
操
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

「
あ
ん
し
ん
ほ
っ
と
コ
ー
ル
」

は
、
職
員
が
利
用
者
の
希
望
す

る
曜
日
に「
お
は
よ
う
コ
ー
ル
」

を
す
る
こ
と
で
安
否
確
認
や
健

康
状
態
を
把
握
す
る
見
守
り
事

業
の
こ
と
で
す
。
現
在
４
人
が

利
用
し
て
い
ま
す
。

市
社
協
で
は
、
こ
れ
ら
の
事

業
を
通
し
て
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
が
、
宮
島
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
取

り
組
ん
で

い
ま
す
。

イスに座わる姿勢でスクワット運動

よ
し
わ
社
協
だ
よ
り

　
「
ぬ
く
も
り
」
を
今
年
度
も

　
　
　
　
　
　
　
　
発
行
し
ま
す

高
齢
者
自
立
支
援
事
業

ひきこもり家族の会　
【日時】 4／23(土)5／28(土) 【時間】 10時～12時　 　【日時】 4／24(日)5／22(日) 【時間】 13時30分～15時30分
【場所】 山崎本社みんなのあいプラザ 【申込】はつかいちボランティアセンター　☎20－0294

学校に行っていない子どもの暮らしを考える親の会　一緒に話しませんか？
不安や悩みを
共有しましょう！
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次
の
方
々
か
ら
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
温
か
い

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
本
会
へ
の
寄
付
金
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
・
法
人

税
の
寄
付
金
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
寄
付
金
は
各

地
域
の
事
業
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

（
金
一
封
の
方
は
金
額
表
示
が
あ
り
ま
せ
ん
。）

《
一
般
寄
付
》

　
氏　
名　
　
　
（
コ
メ
ン
ト
）　　
　
　
　
金
額
等

【
廿
日
市
地
域
】

サ
ン
ト
リ
ー
ビ
バ
レ
ッ
ジ
サ
ー
ビ
ス
㈱
様

明
治
安
田
生
命　
廿
日
市
営
業
所
様

　
　
　
　
　
（
地
域
福
祉
の
た
め
に
）

匿
名　
　
　

 

３
０
，
０
０
０
円　
　
　
　
　

  

１
件

匿
名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
件

【
佐
伯
地
域
】

匿
名　
　
　
（
社
会
福
祉
の
た
め
に
）　　
　
　
１
件

【
吉
和
地
域
】

匿
名　
　
　
（
地
域
福
祉
の
た
め
に
）　　
　
　
１
件

【
大
野
地
域
】

匿
名　
（
障
が
い
児
の
手
助
け
の
た
め
に
）　　
２
件

《
香
典
返
し
に
か
え
て
》

　
氏　
名　
　
　
（
故
人
名
）　　
　
　
　
金
額
等

【
佐
伯
地
域
】

乙
出　
サ
ツ
キ
様（
乙
出　
兼
宗
様
）　
津
田

増
村　
大
喜
様　
（
増
村　
ミ
ス
ノ
様
）

　
　
　
　
　
　
　
５
０
，
０
０
０
円　
津
田

川
元　
明
様　
　
（
川
元　
キ
ヨ
コ
様
）津
田

【
吉
和
地
域
】

三
浦　
実
一
様　
（
三
浦　
久
江
様
）　
佐
方
本
町

【
大
野
地
域
】

高
橋　
昭
彦
様　
（
高
橋　
榮
夫
様
）　
大
野
中
央

【
宮
島
地
域
】

坂
本　
薫
様　
（
坂
本　
美
奈
子
様
）北
之
町
東
表

熊
田　
清
司
様（
熊
田　
昭
子
様
）　
北
之
町
浜

島　
雅
夫
様　
（
島　
幸
子
様
）　　
杉
之
浦

藤
田　
篤
夫
様（
藤
田　
和
夫
様
）　
伊
勢
町

令
和
3
年
12
月
11
日
～
令
和
4
年
2
月
10
日

の
び
る
愛
の
手

＜社会福祉法人 廿日市市社会福祉協議会　窓口等一覧＞
私たち廿日市市社会福祉協議会は、地域の皆様と一緒に地域福祉の推進に取り組む民間の団体です。

総務課・地域福祉課　　  〒738-8512 新宮一丁目 13 番１号　　　 TEL（0829）20-0294
はつかいちボランティアセンター　  　〒738-8512 新宮一丁目 13 番１号　　　 TEL（0829）20-0294
佐　伯　事　務　所　　  〒738-0222 津田 4109 番地　　　　　　TEL（0829）72-0868
吉　和　事　務　所　　  〒738-0301 吉和 1771 番地１　　　　　TEL（0829）77-2883
大　野　事　務　所　　  〒739-0492 大野一丁目１番１号　　　　TEL（0829）55-3294
宮　島　事　務　所　　  〒739-0506 宮島町 960 番地２　　　　  TEL（0829）44-2785
はつかいち生活支援センター　　〒738-8501 下平良一丁目 11 番１号　　 TEL（0829）20-4080

～皆様からいただいた寄付は、地域福祉活動のために活用されております～

令和４年度
社協会員加入のお願い

市社協では｢住民一人ひとりが主役のまち
づくり｣を実現するために住民やボラン
ティア､関係団体の皆さまと地域づくりを
進めています｡
　社協会員として
福祉のまちづくり
にご支援ください
ますようお願いい
たします｡

賛助会費
(個人)

団体会費
(企業や法人などの団体)

一口：2,000円～ 一口：5,000円～

お申し込み､お問合せは市社協窓口まで

 

廿日市市社協だより「あいとぴあ」広告掲載について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

〒739-0495 

広島県廿日市市大野原 1-2-10  

TEL0120-500-935 
http：//hiroshima.coop 
 

「近くに生鮮商品を売っている店がない」「車に乗れな

いから遠くの店まで買い物に行けない」そんな声にお

応えして、生協ひろしまでは移動店舗事業を行ってい

ます。お買い物が不自由な方の支援と地域コミュニケ

ーションの場をめざしています！ 

事業系 
ぷちこ～ぷ 

 

 

 
 

移動店舗 

廿日市本町店　　廿日市地御前北３丁目店　　廿日市陽光台店
廿日市山陽園店　廿日市串戸４丁目店　　　　廿日市平良１丁目店
廿日市城内店　　廿日市宮内１丁目店　　　　廿日市下平良 2丁目店
広島串戸港店　　廿日市木材港店　　　　　　広島河津原店
広島峠店

廿日市阿品店
広島宮島口店
廿日市大野中央店
廿日市大野沖塩屋店
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日
本
で
は
安
全
に
食
べ
ら

れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
や
む

な
く
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
い

わ
ゆ
る
「
食
品
ロ
ス
」
が
、

日
本
国
内
だ
け
で
も
年
間
で

約
６
４
６
万
ト
ン（
食
品
関
連

事
業
者
：
約
３
５
７
万
ト
ン
、

一
般
家
庭
：
２
８
９
万
ト
ン
）

に
上
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
社
協
で
は
、
こ
う
し
た

「
食
品
ロ
ス
」
を
活
用
し
、
食

糧
を
困
窮
者
や
必
要
と
し
て

い
る
施
設
や
団
体
に
無
償
で

廿
日
市
地
域
提
供
す
る
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
か
ら
開
始
し
、

こ
れ
ま
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

や
企
業
か
ら
た
く
さ
ん
の
食

糧
品
を
頂
き
ま
し
た
。
令
和

３
年
度
は
12
の
企
業
・
団
体
、

の
べ
62
人
の
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
食
糧
品
と
５
万
円
の
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
食
糧
品
は
市
内

の
生
活
困
窮
者（
78
人
）、
児

童
福
祉
施
設
、
高
齢
者
施
設
、

子
ど
も
食
堂
な
ど
に
配
布
し
、

皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

市
社
協
は
こ
れ
か
ら
も
食

糧
品
を
提
供
し
て
い
た
だ
く

市
民
の
皆
さ
ん
や
企
業
・
団

体
と
受
け
手
側
の
困
窮
者
や

施
設
・
団
体
の
両
者
を
結
ぶ

か
け
は
し
と
な
り
ま
す
。

市
社
協
で
は
、
随
時
、
食

糧
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

お
米
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、

レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど
ご
家
庭

や
廃
棄
す
る
食
糧
品
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

皆さんからいただいた食糧品

は
つ
か
い
ち
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク

廿日市市社協
フードバンク

☎:0829-20-4080
https://hatsupy.jp/foodbank/

Amazon  みんなで応援  プログラム
市社協では､アマゾンの 「『みんなで応援』 プログラム」 を
活用し､広く皆さんからの食糧の支援を受け付けています｡
ぜひご利用ください。

「Amazon 『みんなで応援』プログラム」
とは､団体･施設を､アマゾンを通じて
サポートできるプログラムです｡

みんなで応援みんなで応援

もったいないをありがとうに

― 私 た ち も 地 域 福 祉 活 動 を 応 援 し て い ま す ー

廿日市市串戸5丁目11-14
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